


町制施行当時の人口は13,374人で、その後町の中央に役場、中央公民

館などを有し、次第に町の中心を形成してきた。

３カ村の合併当時は知多郡の中心に位置しているといっても、交通不

便で極めて貧弱な純農村であった。しかし、地味肥沃で往古から米作に

適し、阿久比米の名声は高い。

農村の副業として行われてきた織布が明治の末期から動力に変化する

とともに、昭和６年春、知多鉄道の開通、昭和８年名古屋半田線の改築

など交通機関の発達に伴いますます織布業が発展し、昭和12年ごろには

東浦町に次ぐ県内有数の機業地となった。

農業においては、昭和36年９月愛知用水事業の完成によって農業用水

を導入し、長年干害に悩まされてきた農業もようやく大きく進展するに

至った。愛知用水事業に関連して実施した開墾面積は250ヘクタールに

達し、そこにみかんが栽培されている。

今後の水需要に応えるため昭和58年３月から愛知用水二期事業に着手

した。

知多半島道路は、昭和46年７月に全線開通し、南知多道路（昭和45年

３月完成）と結ばれ、平成３年１月に４車線化された。昭和58年７月に

名鉄河和線阿久比駅が開業し、平成元年11月には、阿久比町の東西を結

ぶオアシス大橋も完成した。

昭和44年から始まった阿久比川両側の水田をはじめとした、約350へ

クタールのほ場整備事業が昭和56年３月末に完了した。知多半島道路西

地区の約720ヘクタールの農地についても、基盤の整備に努め、機械化、

協業化、裏作の合理的運用を促進するなど営農の合理化に努めている。

平成２年には草木地区、平成６年には南部地区、平成10年には中部地

区において先端産業が操業し、住宅都市から内陸工業都市へ徐々に脱皮

するための地歩を築いてきている。

平成10年に、阿久比駅前土地区画整理事業が完了し、阿久比町の表玄

関が完成した。平成20年12月には阿久比駅に特急が停車するようになり、

名古屋からのアクセスが各段に良くなった。平成19年から大規模な宅地

開発が進み人口が増加した。平成26年から新庁舎建設が始まり、平成28

年１月には新庁舎での業務を開始し、平成29年４月には新庁舎・多目的

ホールの供用を開始した。令和元年から新学校給食センター建設が始ま

り、令和２年９月から新学校給食センターが本格稼働した。

令和２年、新型コロナウイルス感染症が世界的に広まった。緊急事態

宣言が発出され、感染拡大防止のため、様々な行事を中止し、令和３年

からワクチン接種を進めた。令和５年５月に５類感染症となりインフル

エンザと同様に共存する生活が続いている。

令和３年９月に、公益財団法人スポーツ医・科学研究所から土地・建

物の引き渡しを受け、令和４年４月に阿久比スポーツ村交流センターと

して開所した。令和５年５月には愛称を公募し、９月に「阿久比」と

「スポーツ」をかけ合わせた「アグスポ（ＡＧＵＳＰＯ）」に決定した。
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